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□郷土学習「にゅうかわ学」の充実
・「にゅうかわ学」担当分掌を位置づけ、専門家の講話や地域での
体験、大学連携を取り入れたカリキュラムを実施した。
・学習の出口として、全校生徒が丹生川の魅力を伝えるCM作成
を行い、地域に発信した。
◆「にゅうかわ学」に関わる評価（十分に、大体当てはまるの割合）
・地域の魅力を学ぶことができている。（生徒93％、保護者92％）

・授業において、グループ交流などで子どもたちが意見を交流する姿がよかった。さらに、授業力を向上していただきたい。
・にゅうかわ学において、地域の魅力を学ぶことは素晴らしい。全校生徒が作成したCMから、丹生川の魅力を感じることができた。
・授業やにゅうかわ学等、いろいろな場面でICT活用がされており、これからの教育の大切な部分であると感じた。
・職員の兼務や合同研究会など、小中連携の試みがわかった。今後、PTA活動などでも連携を図っていくとよいのではないか。

□「新しい自分づくり」の指導の充実など
・学年担任制を導入し、相談しやすい環境づくりや、複数の目で生
徒のよさや課題を早期に見つけ対処することができた。
・迅速な情報共有と指導の意識が高まった。職員評価において、
「十分に当てはまる。大体当てはまる。」の割合が100％となった。
◆仲間関係に関わる学校評価（十分に、大体当てはまるの割合）
・よりよい人間関係を築いている。（生徒92％、保護者92％）
□SNS使用や睡眠時間を自己管理させる指導
・スマートフォン等所持に関わるPTAのルールの共通理解を図っ
た。依然としてSNS使用等の時間が長い結果が出ているため、継
続的な取組が必要である。
◆学年担任制や新日課に関わる評価（よい、問題なしの割合）
・学年担任制や新日課について（生徒96％、保護者96％）
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⑴系統性のある年間計画の改善を図り、実施す
る。

⑴学年担任制を導入し、その充実を図る。

⑵迅速な情報共有のためのシステムを構築し、問題の
対応には、日（週）をまたがず指導しきるよう努める。

⑶学校評価での仲間関係に関わる評価を昨年度より上
昇させる。　（生徒６８％→７５％、保護者８８％→９０％）

学校運営協議会における主な評価内容

⑴PTAと連携したSNSに関わる取組を行う。

⑵睡眠調査をもとにした取組を行う。

SNS使用や睡眠時間を自己管
理させる指導

④

郷土学習「にゅうかわ学」の充
実

□教科指導の充実
・毎週水曜日に教材研究の時間を確保した。自発的に教科部会
を行う姿もあり、職員評価において、「十分に当てはまる。大体当
てはまる。」の割合が100％となった。
・小中合同の授業研究会を実施し、児童生徒の実態を知るととも
に、教科指導における考えの交流ができた。
・今後も、「分からない」を表出できる授業づくりを目指す。
□個に応じた学習指導の充実
・後期より、数学科での習熟度別学習を実施した。生徒からも継
続を望む意見が上がり、「よいと思う。問題なし。」の割合が98％と
なった。
□効果的なICTの活用
・職員研修の場で、知識技能のある職員が講師となり、効果的な
活用についての共通理解を図った。それぞれが積極的に実践し、
その能力を高めたい。
◆授業に関わる評価（十分に、大体当てはまるの割合）
・学習に意欲的に取り組んでいる。（生徒84％、保護者64％）
・学習内容を理解している。（生徒80％、保護者68％）

⑵月１回の教科部会を実施し、その充実を図る。

⑷単元を貫く課題を明確にする。

⑴学校評価での授業に関わる評価を昨年度より上昇さ
せる。　（生徒８４％→８５％、保護者６３％→７０％）

令和４年度　高山市立丹生川中学校　学校経営の重点及び自己評価　　　校長　　牛丸　千枝　　
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本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）

分析と改善点

□本年度の重点　◆学校評価結果
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⑴ICTの効果的な活用ができる環境整備を整え
る。

「
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⑵教科により、少人数指導など習熟度に応じた指
導を実施する。

⑴週１回程度の教材研究の時間を確保し、その充
実を図る。

効果的なICTの活用

①

「新しい自分づくり」の心を育てる
指導の充実と、人の気持ちを考え
て行動できる力の育成
・「自ら」「一人でも」行動する姿や
小さな頑張りの認め
・嘲笑や目くばせ等への即時指導

②

教科指導の充実
・課題の明確化
・理由根拠を明確にして表出で
きる力の育成
・分からない、できない、間違
いを表出できる力の育成

⑶小中学校合同の授業研究会を実施する。

個に応じた学習指導の充実
⑴単位時間の評価を蓄積する。

①

③
⑵地域の方の講話、地域での体験活動を充実さ
せる。

⑶国學院大学との効果的な連携を行う。

⑴学年担任制と日課を早めたことについての検証
を行う。


